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ら は 関 東 大 震 災 全 地 域 鳥 瞰 図 絵
［No.36-117］を寄贈頂いた。これは大阪朝
日新聞社が新聞付録として、関東大震災か
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戸まで運んでいる。1923 年 10 月 6 日まで
の避難者の無賃輸送状況をみると、長崎丸
は 9 月 9 日より同月 25 日まで 5 回にわた
り合計 5,637 名、上海丸は 9 月 11 日より同
月 26日まで同じく 5回にわたり 6,401名で
あった。長崎丸と上海丸は 9 月 4 日より 11







（長崎丸は 1923 年 2 月、上海丸は 3 月に
就航）。当初は長崎・上海間を航行していた
が、1924（大正 13）年 5 月に航路の起点を
長崎から神戸に改めた。 
























人数は、第 25 期 114 名（1925 年入学）、第
28 期 92 名（1928 年入学）、第 31 期 73 名
（1931 年入学）、第 33 期 76 名（1933 年入
学）、第 42 期 172 名（1941 年予科入学）、
第 43 期 185 名（1942 年予科入学）であり、
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2017 年 11 月 4 日に愛知大学東亜同文書院
間野正己氏の制作による上海丸の模型 
‒













































































 なお、呉羽分校は敗戦翌日の 8 月 16 日に
休校したが、東亜同文会は分校再開の申請
を、同会を管轄する外務省の吉田茂外相に
















（旧制法経学部法政科 3 期卒）、NHK に入
社。日中間で記者交換が実現したことによ
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第 20 期中田豊千代、第 28 期堀川静、第 32
期柴田浩嗣、第 34 期山田忠、第 41 期吉田
長雄の 4 名の日本人とともに、7 名の中国
人、16 名の台湾人が写っている。 
中田豊千代、堀川静、吉田長雄は外交官
であり、特に中田は 1951 年 10 月に外務省
事務官として在台北日本政府在外事務所在
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頁、327 頁（日本郵船株式会社、1935 年）。 
(3)『七十年史』149 頁、264 頁、265 頁、
266 頁（日本郵船株式会社、1956 年）。 
(4)岡林隆敏編著『上海航路の時代』20 頁（長
崎文献社、2006 年）。




第 19 巻 5 号、115 頁（東亜同文会、1928
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